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子どもをひとりにしない町づくりを目
指し、子ども事業を中心とした地域活
動を継続・拡張してきました。
本年度は新たな課題への挑戦として、
交通空白地域に暮らす高校生を対象と
した移動支援の実証事業を、国土交通
省補助事業として実施しました。
また、日本財団「子ども第三の居場
所」事業の最終年度を無事終了し、
2026年4月からは、これまで培ってきた
取り組みが八幡浜市児童育成支援拠点
事業へと引き継がれます。支援の輪を
さらに広げながら、子ども・若者支援
の充実に向け、新たなステージへと歩
みを進めます。

基盤支援

未来創造地域共創

地域支援の歩み

子ども事業

運送支援地域連携
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受益者推移（3年対比）

受益者数推移

2023年1980人に比べて3.6倍 2023年比

7307人

年間受益者数は3年前比で3.6倍となりました。
日本財団子ども第三の居場所開設に伴う利用者の拡大が、
受益者数に大きく影響しています。
2025年度の子ども第三の居場所あむ受益者は、初年度2023
年9月開所746人から出発し、2024年3882人、2025年は5637
人と、安定的に成長し、全体受益者数の77％（2025年度数
値）を占めています。事業開始以来、子どもたちの安心で
きる居場所づくりと支援体制の構築を支えていただいた日
本財団のご支援に、心より感謝申し上げます。
また、本年度は法人設立5周年を迎え、「ありがとうの日」
を開催しました。
子どもたち、保護者、地域の皆さま、
ボランティア、会員企業の皆さまへ
の感謝をお伝えするとともに、これ
までの歩みを振り返る機会となりま
した。

※日本財団「子ども第三の居場所あむ」の活
動実績や成果の詳細については、別冊『日本
財団子ども第三の居場所あむ事業報告書』を
ご覧ください。



Insights

Customer財務基盤強化報告　

2025年度末
ROA

 総資産3年伸び率  2025年度末総資産 

千円 倍

%

22,861 23.1

23.3

2025年度基盤整備投資
2026年4月からの子ども第三の居場
所専有拠点化に向け、地域支援拠
点を取得しました。
公庫等の融資を活用した基盤整備
投資を実施し、子ども・若者支援
に加え、不登校支援や子育て短期
支援等も見据えた地域支援基盤の
形成を進めました。



Happy 

Voice

高校生運送支援 Education and Mobility UnitEMU

子どもたちの未来のために始まったEMUは、子どもたち自身のペースに合わせながら少しず
つ利用を広げています。まだ実証期間は短く利用者数も限定的ですが、高校生の移動実態や
地域課題への理解を深める機会となっています。
また、移動支援が子どもたちの体験機会や地域との接点づくりにつながる可能性も見え始め
ています。引き続き実証を重ねながら、持続可能な運営方法や地域に必要とされる移動支援
のあり方について検証を進めていきます。



Salesグランドデザイン
2026

2026年　新拠点の稼働とともに
新たなステージが始まります
私たちは、子どもたちの「今」を支えながら、
「未来」につながる地域づくりを目指していま
す。
新拠点の稼働により、子ども第三の居場所、児
童育成支援拠点、地域連携、移動支援がつなが
り、子どもたちの成長を支える新たな基盤が整
います。
地域・家庭・学校・企業・行政とともに、子ど
もを中心とした循環型社会の実現に向けて、次
の一歩を踏み出します。
これからも「子どもをひとりにしない町づく
り」を目指し、地域とともに歩みを進めてまい
ります。


	Annual
	Yawatahama Ginza Basket
	2025年度 事業報告書

	Reflection
	目次

	Agenda
	子どもをひとりにしない町づくりを目指し、子ども事業を中心とした地域活動を継続・拡張してきました。 本年度は新たな課題への挑戦として、交通空白地域に暮らす高校生を対象とした移動支援の実証事業を、国土交通省補助事業として実施しました。 また、日本財団「子ども第三の居場所」事業の最終年度を無事終了し、2026年4月からは、これまで培ってきた取り組みが八幡浜市児童育成支援拠点事業へと引き継がれます。支援の輪をさらに広げながら、子ども・若者支援の充実に向け、新たなステージへと歩みを進めます。
	地域支援の歩み
	子ども事業
	運送支援
	地域連携
	年間受益者数は3年前比で3.6倍となりました。 日本財団子ども第三の居場所開設に伴う利用者の拡大が、受益者数に大きく影響しています。 2025年度の子ども第三の居場所あむ受益者は、初年度2023年9月開所746人から出発し、2024年3882人、2025年は5637人と、安定的に成長し、全体受益者数の77％（2025年度数値）を占めています。事業開始以来、子どもたちの安心できる居場所づくりと支援体制の構築を支えていただいた日本財団のご支援に、心より感謝申し上げます。 また、本年度は法人設立5周年を迎え、「ありがとうの日」 を開催しました。 子どもたち、保護者、地域の皆さま、 ボランティア、会員企業の皆さまへ の感謝をお伝えするとともに、これ までの歩みを振り返る機会となりま した。



	受益者推移（3年対比）
	2023年1980人に比べて3.6倍
	2023年比
	7307人
	受益者数推移
	※日本財団「子ども第三の居場所あむ」の活動実績や成果の詳細については、別冊『日本財団子ども第三の居場所あむ事業報告書』をご覧ください。



	Customer
	財務基盤強化報告　
	2025年度基盤整備投資
	2026年4月からの子ども第三の居場所専有拠点化に向け、地域支援拠点を取得しました。 公庫等の融資を活用した基盤整備投資を実施し、子ども・若者支援に加え、不登校支援や子育て短期支援等も見据えた地域支援基盤の形成を進めました。


	23.3
	22,861
	千円

	23.1

	Insights
	Happy
	高校生運送支援
	EMU
	Education and Mobility Unit


	Voice
	グランドデザイン 2026
	2026年　新拠点の稼働とともに 新たなステージが始まります


	Sales

